
令和５年度 指定管理施設の管理運営評価表 

 

担当室  市民スポーツ室   

 １ 管理運営の状況等 

（１）施設名 名張市武道交流館いきいき 

（２）指定管理者 

（名称、所在地） 

名張市スポーツ協会 

名張市蔵持町里２９２８番地 

（３）施設の利用実績 

（利用者数、事業内容等） 

令和５年度 

利用件数          5,809 件 

利用者数         97,215 人（前年度比 109.6%） 

（４）市支出額 指定管理料       12,000,000   円 

（５）管理運営の状況 

①施設等の利用の許可に関する業務 

②施設等の利用に係る料金の収受に関する業務 

③公共施設予約システムに関する業務 

④施設等の維持及び修繕に関する業務 

⑤物品等の貸し出しに関する業務 

⑥市の行政施策との連携 

⑦施設・設備の清掃、保安等の管理業務 

⑧市との連絡調整及び事業報告 

⑨その他、必要な業務 

 

２ 事業計画の達成状況 

計画区分 達成状況 

平等利用の確保及びサ

ービスの向上 

〇笑顔でさわやかな対応、利用者要望時の開館時間の繰り上げなど、利用 

者の立場にたって対応と利用者目線にたった対応が図れた。 

〇本年度も利用団体に対してアンケートを実施した。 

施設の効用の最大限の

発揮(利用促進、利用者

増など) 

武道及び利用団体（サークル等）に興味を持ってもらえるような方策とし

て、いきいきフェスタをコロナ感染前に戻して４年ぶり開催した。武道７

団体による「体験教室」を実施し、広く市民に当施設を告知した。 

施設の適切な維持管理

及び経費縮減 

〇職員全員が館内外の清掃及び節電（共有部分）・節水に努めた。 
〇館庭の除草作業は委託範囲内とし、それ以外は職員が作業した。 

管理を的確に行う人的

構成（組織体制等） 

シフトによるスタッフ配置など適正な人員配置を行っている。 

 

  

３ 施設設置者（名張市）評価 

○利用団体、利用者のニーズに合わせ、柔軟な対応を行っている点は評価できる。 

○長年の指定管理業務で培った知識を大いに発揮していただき、さらなる施設利用者数の増加に繋げ

ていただきたい。 

○修繕等も含めた施設維持管理においては、これまでのノウハウを最大限活用し、行政に依存するこ

となく、対応いただきたい。 

 





（様式６）

 　　令和５年度  ( 武道交流館いきいき )施設の管理運営業務にかかる収支決算書

（単位：円）

区分 項　目 計画額 決算額 決算額の内訳

利用料金収入 12,155,000 12,951,317
道場施設利用料・会議室等利
用料、加算使用料

事業収入等 1,320,000 2,425,412
自主事業、スポーツ協会事
業、いきいきフェスタ

市指定管理料
収入

12,000,000 12,000,000

その他収入 1,800,000 2,238,976
光熱費高騰対策補助金、自動
販売機電気料、スポーツ推進
事業費、ひなち湖マラソン

収入合計（Ａ） 27,275,000 29,615,705

人件費 14,435,000 15,421,359
給料手当、通勤費、法定福利費、
福利厚生費、ひなち湖マラソン大
会含む

事務費 2,223,000 2,151,528
消耗品費、通信運搬費、事務用
品費、リース料、支払手数料
他

事業費 925,000 1,107,705
自主事業講師謝金、イベント費用
他

管理費 9,200,000 10,387,074
光熱水費、施設点検等委託料、修
繕費、施設保険料

租税公課 72,000 72,000 法人税

消費税 1,200,000 1,355,300

支出合計（Ｂ） 28,055,000 30,494,966

-780,000 -879,261
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